
　

２
０
１
３
年
９
月
22
日
の
日
曜
日
に
、「
初

等
部
創
立
六
十
周
年
記
念
行
事
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 初

等
部
60
歳
を
、新
た
な
歩
み
へ
一
歩

祝
賀
行
事
に
同
窓
生
も
多
数
参
加

初
等
部
60
歳
を
、新
た
な
歩
み
へ
一
歩

祝
賀
行
事
に
同
窓
生
も
多
数
参
加

1

　

六
十
歳
は
還
暦
の
年
、
大
き
な
輪
を
廻
り
終

わ
る
年
で
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
輪
へ
と
進
ん

で
い
く
年
を
迎
え
た
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
新

し
い
輪
の
創
設
に
向
か
っ
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
る
大
切
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
初
等
部
を
支
え
、
初
等
部
の
発
展

に
お
力
を
注
い
で
く
だ
さ
っ
た
学
園
の
先
生

方
、
恩
師
の
先
生
方
、
卒
業
生
の
皆
様
に
感
謝

の
気
持
ち
を
表
し
た
い
と
考
え
、
恩
師
、
卒
業

生
の
方
を
中
心
と
し
た
会
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、初
等
部
の
児
童
も
全
員
登
校
し
、

午
前
中
に
公
開
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童

は
、
一
生
懸
命
に
学
習
に
取
り
組
み
、
意
欲
的

に
活
動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

午
後
は
、
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
全
員
で
校
歌
斉
唱
を
し
た
後

は
、
初
等
部
校
長
の
小
泉
清
裕
先
生
か
ら
の
式

辞
が
あ
り
ま
し
た
。
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い

出
来
事
が
山
積
み
の
時
代
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

昭
和
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
明
る
い
未
来

の
創
造
に
つ
な
が
り
、
一
人
ひ
と
り
が
置
か
れ

た
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
て
輝
き

続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
学
園
の
理
事
長
平
尾
光
司
先
生
か
ら

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
学
園
内
の
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
ク
ー
ル
と
の
交
流
、
ボ
ス
ト

ン
研
修
、
ロ
シ
ア
の
ト
ル
ス
ト
イ
学
校
や
ベ
ト

ナ
ム
の
ホ
イ
ア
ン
の
小
学
校
と
の
交
流
な
ど
を

深
め
て
、
初
等
部
の
国
際
的
な
教
育
の
展
開
と

新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
づ
く
り
の
展
開
を
期
待
し

て
い
る
。
全
国
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
小
学
校
の

中
で
、
昭
和
小
学
校
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
学
園
の
歴
史
の
ス
ラ
イ
ド
上
映

が
あ
り
、
桜
友
会
の
中
田
彰
生
会
長
か
ら
、
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
田
会
長
は
、
初
等
部
第
１
回
生
と
し
て
ご

入
学
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
28
年
で
す
。
ご
自
身

が
小
学
５
年
生
の
と
き
に
参
加
し
た
館
山
で
の

海
浜
学
校
（
現
在
は
、「
海
の
学
校
」
と
し
て

実
施
）
や
、
６
年
生
の
と
き
に
始
ま
っ
た
日
光

林
間
学
校
（
現
在
は
、「
北
海
道
修
学
旅
行
」

と
し
て
実
施
）
な
ど
、
今
で
も
引
き
継
が
れ
て

き
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と
お
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
お
い
し
い
給
食
が
今
も
続
い

て
い
る
こ
と
に
も
お
喜
び
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
し
て
最
後
に
、
育
て
て
く
れ
た
恩
師
の

先
生
の
気
持
ち
に
答
え
て
い
き
た
い
と
感
謝
の

気
持
ち
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
と
し
て
、
６
年
生
の
山
口
博
巳
さ

ん
が
喜
び
と
誓
い
の
言
葉
を
話
し
ま
し
た
。
山

口
さ
ん
は
、「
こ
の
6
年
間
、
初
等
部
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
卒
業
生
で
あ
る
父
が
入

学
さ
せ
て
く
れ
て
、
僕
に
昭
和
っ
子
の
バ
ト
ン

を
渡
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。」
と
、
し
っ

か
り
と
し
た
言
葉
で
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
自
分
た
ち
と
未
来
の
昭
和
っ
子
を
い
つ
ま

で
も
育
む
学
び
舎
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
は
、
ダ
ン
ス
・
吹
奏
楽
サ
ー
ク
ル
の

代
表
児
童
に
よ
る
、
演
技
・
演
奏
が
あ
り
ま
し

た
。
舞
台
を
華
や
か
に
彩
り
、
大
変
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
は
、
学
園
本
部
に
て
「
祝
賀

会
」
で
す
。
来
賓
の
方
や
旧
教
職
員
の
先
生
方

を
お
招
き
し
て
、
懐
か
し
く
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
い
し
い
料
理
も

あ
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
思
い
出
話
に
花
が
咲

い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

小
島
徹
副
理
事
長
か
ら
は
、
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
初
等
部
の
校
歌
の
「
花
咲
き
そ
ろ

う
そ
の
日
ま
で
」
と
い
う
歌
詞
の
続
き
に
あ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
前
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
大
変
励
み
に
な
る
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
橋
友
里
恵
さ
ん
、
辰
身
亜
紀
さ
ん

に
は
、
素
敵
な
演
奏
で
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

旧
教
職
員
の
大
坪
良
穂
先
生
、
卒
業
生
の
大

野
あ
や
子
様
、
尾
作
亜
理
紗
様
は
、
初
等
部
で

の
思
い
出
や
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
初
等
部
を
支
え
、
築
き
上
げ
て
き

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
先
生
方
、
卒
業
生
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
し
、
初
等
部
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
37
回
生　

萩
原　

志
保
＝
初
等
部
教
諭
）

昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
小
学
校
同
窓
会

「
桜
友
会
」

　

〒
１
５
４
―

８
５
３
３
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懐かしい先生方も参加されての祝賀会
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【
１
回
生
】
伴
野
好
子
、
中
沖
節
子
、
原
一
惠
、

中
田
彰
生
、
川
上
美
ゆ
き
、
松
尾
翰
子
、
山
田

貴
美
枝
、
杉
田
俊
子
、
長
谷
部
千
恵
子
【
２
回

生
】
中
村
由
美
子
、岩
佐
節
子
、依
田
博
子
【
３

回
生
】
真
室
な
を
子
、
大
石
惠
津
子
、
太
田
鈴

子
、又
木
由
実
子
、宮
代
み
ど
り
、斎
藤
由
紀
子
、

吉
村
純
子
、
保
谷
美
恵
子
【
４
回
生
】
粕
谷
佐

知
子
、
田
中
恵
美
子
、
都
筑
秀
美
、
鏑
木
順
治

郎
、
村
上
惠
一
、
中
田
裕
嗣
、
江
崎
裕
子
、
名

雪
雅
子
、
松
本
裕
子
、
林
裕
子
【
５
回
生
】
白

井
の
ぶ
子
、
安
部
俊
秀
、
鈴
木
ゆ
り
、
篠
崎
も

も
【
６
回
生
】
近
藤
洋
子
、
松
尾
恵
子
、
西
谷

眞
紀
子
、
吉
田
昌
史
、
吉
田
靖
子
、
上
田
裕
美
、

高
岡
康
江
、六
回
生
有
志【
７
回
生
】三
上
信
子
、

宮
脇
英
朗
、
南
部
睦
美
【
８
回
生
】
師
岡
文
男

【
９
回
生
】
中
嶋
智
子
【
10
回
生
】
小
松
治
夫
、

昼
間
弘
康
、
生
天
目
淳
子
【
11
回
生
】
酒
井
憲

子
、
竹
山
恵
美
子
【
13
回
生
】
小
澤
由
子
、
小

松
実
、
栗
林
佳
子
【
14
回
生
】
岩
本
幸
子
、
宮

島
典
子
、
五
十
嵐
順
子
【
15
回
生
】
藤
井
寿
美

子
【
16
回
生
】
平
林
史
子
【
17
回
生
】
小
林
和

弘
【
18
回
生
】
岩
城
貴
志
、
池
田
真
理
子
、
関

口
明
子
、
小
薗
江
園
香
【
19
回
生
】
野
村
貴
生

【
20
回
生
】
佐
藤
美
佐
子
、
佐
藤
亜
貴
子
、
綱

島
美
絵
【
21
回
生
】
前
之
園
香
世
子
、
冨
田
香

里
【
22
回
生
】
星
美
恵
、
堤
陽
子
【
23
回
生
】

綱
島
美
佳
【
26
回
生
】
松
田
奈
々
【
27
回
生
】

高
柳
将
弓
、田
村
尚
子
【
28
回
生
】
松
倉
貴
博
、

加
知
愛
、
渡
邉
真
貴
【
29
回
生
】
小
野
塚
惠
美

【
30
回
生
】
宗
像
節
子
【
35
回
生
】
柴
田
満
佳

子
【
36
回
生
】
牧
野
能
久
、
岡
田
由
香
【
37
回

生
】
柴
田
卓
視
【
38
回
生
】
近
藤
真
一
郎
【
40

回
生
】
矢
野
順
子
【
41
回
生
】
稲
穂
み
き
【
42

　

２
０
１
３
年
９
月
22
日
、
昭
和
女
子
大
学
附

属
昭
和
小
学
校
の
創
立
60
周
年
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
桜
友
会
員
参
加
の
学
習
公
開
。

記
念
式
典
の
後
、短
い
時
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、

桜
友
会
総
会
を
開
催
し
、
創
立
60
周
年
の
寄
付

の
内
容
を
お
話
し
、
祝
賀
会
の
場
に
て
小
泉
校

長
先
生
に
目
録
を
お
渡
し
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
４
月
に
開
校
し

た
母
校
、
昭
和
小
学
校
は
創
立
60
周
年
を
迎
え

回
生
】
大
橋
り
え
【
43
回
生
】
今
井
美
希
【
46

回
生
】
玉
岡
詩
織
、
濱
谷
美
佳
【
47
回
生
】
折

原
有
美
、吉
野
由
夏
【
48
回
生
】
谷
口
万
由
子
、

梅
村
梨
紗
、武
藤
杏
子
、小
薗
江
奏
柳【
49
回
生
】

石
井
千
晶
、関
口
夏
帆
、今
井
茉
希
、髙
荒
大
明
、

藤
木
真
太
郎
、
佐
藤
み
な
み
、
河
合
昭
穂
【
50

回
生
】
桑
野
未
来
、
佐
々
木
花
子
、
森
田
梨
紗

子
、
小
薗
江
奏
波
【
51
回
生
】
関
口
桜
子
、
藤

木
奈
央
、
栃
尾
優
花
、
星
美
優
、
前
之
園
彩
瑛
、

田
村
和
花
、河
津
美
穂
【
52
回
生
】
佐
藤
温
子
、

濱
本
美
菜
子
、
有
待
咲
良
【
53
回
生
】
横
田
真

優
、
桑
野
杏
子
、
山
崎
愛
子
、
藤
木
優
佳
、
河

合
真
央
子
、
菅
沼
初
香
【
54
回
生
】
濱
本
真
衣

子
、
梅
村
梨
那
、
大
角
公
子
、
三
尾
紀
香
、
吉

田
明
日
香
【
55
回
生
】
佐
々
木
薫
、齋
藤
あ
き
、

鈴
木
美
央
、
栗
原
優
、
篠
崎
は
な
、
玉
木
絵
梨

奈
【
旧
教
員
】
有
賀
三
奈
子
先
生
、
黒
田
民
子

先
生

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々

（
敬
称
略
、
同
一
回
生
内
は
順
不
同
）

ま
し
た
。
そ
の
時
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
た

時
に
、
昨
年
の
役
員
会
を
始
め
、
幹
事
会
等
で
、

母
校
へ
の
貢
献
の
為
、
初
等
部
で
学
ぶ
子
供
達

の
成
長
の
糧
と
な
り
、
永
く
記
念
に
な
る
も
の

を
贈
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
の
先
生
方
の
意
見
と
し
て
、
近
年
パ
ソ

コ
ン
や
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
こ
と
の
多
く
な
っ
た
児

童
達
に
、
屋
外
に
出
て
自
由
自
在
に
遊
び
回
る

時
間
を
持
っ
て
欲
し
い
と
考
え
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
や
築
山
を
造
り
、
外
で
の
活
動
を
活
発
化
さ

せ
た
い
と
の
計
画
が
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
桜
友
会
で
は
、
昭
和
祭

で
の
バ
ザ
ー
、
寄
付
金
（
１
口
、
１
０
０
０

円
）
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
寄
付
の
募
集
と

し
て
は
、
昨
年
５
月
の
会
報
に
て
お
知
ら
せ
を

し
、
本
年
11
月
を
も
っ
て
終
了
致
し
ま
し
た
。

急
で
短
い
期
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
３
９
名

の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
き
、
別
表
の
と
お
り

１
６
８
万
５
千
円
（
う
ち
１
万
４
０
３
０
円
は

振
り
込
み
料
金
）を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
２
年
、
13
年
の
昭
和
祭
で
バ

ザ
ー
を
開
催
し
40
万
円
を
超
え
る
収
益
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
の
全
額
に
バ
ザ
ー
の
収

益
の
一
部
を
加
え
て
２
０
０
万
円
を
学
校
に
お

渡
し
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
も
継
続
的
に
バ
ザ
ー
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
、
バ
ザ
ー
収
益
の
残
金
は
次
年
度

の
バ
ザ
ー
準
備
資
金
及
び
次
の
周
年
行
事
へ
の

積
み
立
て
に
当
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
６
回
生　

吉
田　

昌
史
＝
創
立
60
周
年
事
業

実
行
委
員
長
）

初
等
部
創
立
60
周
年
記
念
寄
付

に
つ
い
て
の
報
告

寄付（郵便振込・現金）

郵便振込手数料
昭和祭バザー（平成24年度）

昭和祭バザー（平成25年度）

1,685,000円
▲14,030円
185,352円
251,000円

　合　　計 2,107,322円

学校への寄付
差額（積立金）

2,000,000円
107,322円

す
く
す
く
育
っ
て
、
後
輩
の
子
ら
！

60
周
年
寄
付  

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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桜
友
会
で
は
２
０
１
１
年
の
昭
和
祭
か
ら
、

初
等
部
の
応
接
室
に
「
桜
友
会
卒
業
生
談
話
室

（
同
窓
会
室
）」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
部
屋

が
あ
る
こ
と
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
、
前
任
者
・
小
薗
江
園
香
さ
ん

（
18
回
生
）
の
願
い
通
り
、
今
年
は
１
４
５
名

の
方
に
い
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
同
窓
会
室
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、
お
菓
子
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
音
楽
を
流
し

た
り
、
気
軽
に
入
り
易
い
雰
囲
気
作
り
を
し
ま

アンケート結果
1．下記活動に参加した事はありますか？（複数選択可）

皆様のご意見、ご感想を集約して掲載いたします。

（1）活動に参加した方の感想 ①楽しかった　②懐かしい　③友達や先生に会えた

（2）参加できなかった理由 ①知らなかった　②忙しかった（部活,仕事,子育て）

（3）今後、企画して欲しい活動 ①アート散歩　②給食が食べたい（懐かしいので）
③スポーツ大会　④座談会　⑤OBダンス部
⑥同窓会（学年ごとの）　⑦卒業パーティ
⑧クリスマス会（再開して欲しい）
⑨学寮／お泊まり　⑩食事会
⑪学園祭でお化け屋敷　⑫ピラティス／ヨガ

総会
20

幹事会
12

昭和祭
103

みかん狩り
10

フライングディスク
2

文化散歩
1

参加した事ナシ
31

2．桜友会会報はお手元に届いていますか？

はい
89

いいえ
54

未回答
2

3．桜友会の情報をインターネットで見た事がありますか？

ある
15

ない
114

未回答
16

4．活動のお知らせをどの方法で知りたいですか？（複数選択可）

郵送
68

ホームページ
44

電子メール／パソコン／携帯
21

その他／情報必要ナシ
1

55回生（2013年3月卒業）にはまだ桜友会報は送られていない。
「いいえ」には55回生も含んでいる。 ））

（4）桜友会報

（5）情報をインターネットで見た事がない理由

（6）その他、ご意見、ご提案

（まとめ　１回生　川上美ゆき）

情報量
感想

①知らなかった　②興味がない　③意識していない　④暇がない 
⑤インターネットを使わない

①学年で人数を増やして同窓会を賑やかにしたい。
②10回生～20回生を次代の中心となるように働きがけが必要かも。
③手伝いたい。（子供の手が離れたらという方もあります。）
④総会の日が毎年学校行事とかぶっているので2回くらいやって欲しい。

①丁度良い　②適量
誌面の見やすさ ①見やすい　②良い（字の大きさが良い,含む）

①楽しく見た　②昭和について知ることができる
③活動の様子が分かり、懐かしい

提案 若い方の喜びそうな話題や企画をお願いします

2013年11月9, 10日実施
回答者総数145）（ ） く

つ
ろ
ぎ
の
あ
る
同
窓
会
室
を
め
ざ
し
て

会
費
納
入
の
お
願
い

　

毎
年
、
２
０
０
０
円
の
会
費
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
２
０
１
３
年
は
、
60
周
年
記
念
の
学

校
の
た
め
の
寄
付
を
お
願
い
し
た
ば
か
り
で
恐

縮
で
す
が
、
桜
友
会
の
活
動
に
は
、
財
政
的
な

裏
づ
け
が
必
要
で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

郵
便
振
替
用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
名
前
、
住
所
、
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
ほ
か
会
員
番
号
も
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
手
数
料
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
員
番
号
は
お
送
り
し
た
封
筒
宛
名
の
下
に
あ

る
Ｅ
の
あ
と
に
続
く
９
桁
の
数
字
で
す
）。

　

事
務
作
業
簡
略
化
の
た
め
に
す
で
に
今
年
度

分
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
も
、
振
替

用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
以
前
に
複
数
年
を
納
入
い
た
だ
い
た
方

で
、
納
入
状
況
が
不
明
な
場
合
は
、
事
務
局
ま

で
メ
ー
ル
な
い
し
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
昨
年
度
か
ら
事
務
の
繁
雑
さ
を
避
け
る

た
め
に
、
過
ぎ
た
年
の
会
費
は
徴
収
し
な
い
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

し
た
。
50
回
生
の
小
薗
江
奏
波
さ
ん
、
落
合
さ

づ
き
さ
ん
に
も
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
い

ら
し
た
方
々
に
桜
友
会
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
別

表
の
通
り
で
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
感
想
は
今
後
の
活
動

に
い
か
し
て
参
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（

４
回
生　

粕
谷　

佐
知
子
）

同窓会室で小泉校長先生と談笑する卒業生たち
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温
か
い
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
現
在

の
会
則
の
基
本
線
が
ベ
ス
ト
の
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

な
お
、
総
会
の
議
題
と
し
て
挙
げ
て
い
た
創

立
60
周
年
寄
付
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

２
ペ
ー
ジ
の
「
ご
寄
付
の
報
告
」
で
ご
説
明
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

同
窓
会
の
基
本
は
会
員
の
皆
様
と
連
絡
が
取

れ
る
こ
と
が
第
一
で
す
の
で
、
住
所
変
更
さ
れ

た
ら
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
会
報
の
届
い
て
い
な

い
お
友
達
が
い
た
ら
桜
友
会
に
連
絡
を
取
る
よ

う
に
勧
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
後
は
メ
ー

ル
で
の
各
種
お
知
ら
せ
も
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
お
知
ら

せ
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
今
回
の
総
会
に
出
席
さ
れ
た
会
員
の

皆
様
に
は
、
運
営
上
の
行
き
届
か
ぬ
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

当
日
も
、会
員
に
議
題
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
総
会
に
は
最
高
決
定
機
関
と
し

て
定
足
数
な
ど
の
成
立
要
件
が
必
要
と
の
こ

と
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
現
行
の
会
則

に
従
い
、
会
員
数
の
把
握
と
定
足
数
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
別
掲
し
ま
し
た
会
則
に
、
桜

友
会
会
員
は
「
一　

母
校
を
卒
業
し
た
者
」
と

あ
り
ま
す
。
現
在
会
員
数
は
約
４
７
０
０
人
、

残
念
な
が
ら
約
１
０
０
０
人
の
方
に
会
報
を
届

け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
連
絡
の
取
れ
な
い
人
な
ど

も
含
め
卒
業
生
は
み
ん
な
会
員
と
い
う
意
味
で

す
。会
則
に
脱
会
や
除
名
な
ど
の
項
目
は
な
く
、

卒
業
生
み
ん
な
の
桜
友
会
の
理
念
が
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
ゆ

る
や
か
な
同
窓
会
の
組
織
で
は
、
正
確
な
会
員

数
自
体
が
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
会
員

を
対
象
に
委
任
状
を
求
め
た
り
、
総
会
の
定
足

数
を
定
め
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
す
。
そ

の
た
め
、
会
則
で
は
「
議
決
は
出
席
者
の
過
半

数
を
持
っ
て
決
す
る
」（
第
14
条
１
項
）
と
定

め
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

次
に
、
会
則
の
見
直
し
が
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
し
ま
し
た
。
役
員
が
手
分
け
し
て
他
の
同

窓
会
会
則
を
で
き
る
限
り
調
べ
て
み
ま
し
た

が
、
定
足
数
を
定
め
て
い
る
の
は
代
議
員
制
度

を
と
っ
て
い
る
大
き
な
私
立
大
学
の
同
窓
会
な

ど
ご
く
わ
ず
か
で
し
た
。
同
窓
生
す
べ
て
を
会

員
と
す
る
同
窓
会
は
、
桜
友
会
と
同
じ
く
「
議

決
は
出
席
者
の
過
半
数
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

桜
友
会
が
、「
卒
業
生
み
ん
な
の
同
窓
会
」

と
い
う
、
母
校
へ
の
思
い
が
糸
に
つ
な
が
っ
た

　

今
年
度
の
桜
友
会
総
会
は
、９
月
22
日
（
日
）

14
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

会
員
か
ら
提
起
さ
れ
た
３
点
の
事
項
に
つ
き
ま

し
て
、
役
員
会
で
検
討
し
ま
し
た
結
果
を
ご
報

告
し
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
今
回
の
総
会
開
催
と
総
会
議
題

に
つ
い
て
の
周
知
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
。

　

例
年
、
総
会
の
通
知
は
桜
友
会
報
で
行
い
、

懇
親
会
と
合
わ
せ
て
同
封
の
返
信
葉
書
で
出
欠

を
知
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
今

年
度
は
初
等
部
創
立
60
周
年
に
あ
た
り
、
学
校

（
初
等
部
）
が
卒
業
生
の
た
め
の
授
業
参
観
、

式
典
及
び
祝
賀
会
を
計
画
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

桜
友
会
総
会
を
式
典
の
場
を
お
借
り
し
て
執
り

行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
学
校
か
ら
の
記

念
行
事
案
内
の
葉
書
に
、
総
会
開
催
も
併
記
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、

結
果
的
に
総
会
を
周
知
で
き
ず
、
ま
た
議
題
に

つ
い
て
ま
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

２
点
目
は
、
総
会
当
日
、
議
事
を
掲
示
す
る

か
、
印
刷
配
布
し
て
周
知
す
る
こ
と
。

　

過
去
に
は
会
場
に
掲
示
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
式
典
と
祝
賀
会
と
の
間
の
短
い

時
間
に
、
式
典
会
場
で
総
会
を
行
い
ま
し
た
の

で
掲
示
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

上
記
２
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
会
開
催
の

ご
案
内
と
議
題
を
、
郵
送
と
合
わ
せ
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
必
ず
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
総
会

総
会
の
運
営
方
法
を
改
善
し
ま
す

昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
小
学
校
桜
友
会

会　
　
　

則

第
１
章　

総　

則

第
１
条　
（
名　

称
）

　

本
会
は
、
昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
小
学
校
同
窓
会

「
桜
友
会
」
と
称
す
る
。

第
２
条　
（
事
務
局
）

　

本
会
は
、
事
務
局
を
東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
１
丁

目
７
番
57
号　

昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
小
学
校
内
に

置
く
。

第
２
章　

目
的
及
び
活
動

第
３
条　
（
目　

的
）

　

本
会
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
昭
和
女
子
大
学

附
属
昭
和
小
学
校
業
生
の
親
和
・
向
上
・
連
絡
を
図

り
、
あ
わ
せ
て
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
た
だ
し
、
卒
業
生
の
範
囲
に
は
第
５
条
第
１
項

二
号
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
４
条　
（
活　

動
）

　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
達
成
の
た
め
、
次
の
活
動
を

行
う
。

一
、
会
報
の
発
行
及
び
会
員
名
簿
の
整
備
。

二
、
母
校
に
対
す
る
後
援
。

三
、
会
員
の
生
涯
学
習
や
親
睦
に
関
す
る
活
動
。

四
、
そ
の
他
、
こ
の
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

適
当
と
認
め
ら
れ
る
活
動
。

第
３
章　

会　

員

第
５
条　
（
会　

員
）

　

本
会
の
会
員
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

一
、
母
校
を
卒
業
し
た
者
。

二
、
母
校
に
か
つ
て
在
籍
し
た
者
で
、
本
部
役
員
会

で
推
薦
し
会
長
が
承
認
し
た
者
。

第
６
条　
（
会　

費
）

　

会
員
は
、
本
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
会
費
を
納

入
す
る
。
た
だ
し
、
納
入
す
る
会
費
の
種
類
・
金
額
及

び
納
入
方
法
は
別
に
細
則
に
定
め
る
。

第
４
章　

役
員
及
び
職
員

第
７
条　
（
役　

員
）

　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

一
、
会　
　

長　
　

１
名

二
、
副
会
長　
　

２
名

三
、
委　
　

員　
　

７
名
な
い
し
11
名

四
、
監　
　

事　
　

２
名

五
、
学
年
幹
事　
　

各
学
年
若
干
名

六
、
顧　
　

問　
　

理
事
長
及
び
小
学
校
長

２　

会
長
、
副
会
長
、
委
員
を
本
部
役
員
と
し
、
本
部

役
員
会
を
構
成
す
る
。
顧
問
は
本
部
役
員
会
に
出
席

し
助
言
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
８
条　
（
役
員
の
選
出
）

　

役
員
の
選
出
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
、会
長
は
本
部
役
員
会
が
会
員
の
中
か
ら
選
出
し
、

総
会
で
承
認
受
け
る
。

二
、
副
会
長
は
、
会
長
が
会
員
の
中
か
ら
選
任
し
、

総
会
の
承
認
を
受
け
る
。

三
、
委
員
は
学
外
者
と
学
内
在
職
者
で
構
成
、
本
部

役
員
会
が
選
出
し
総
会
の
承
認
を
受
け
る
。

四
、
監
事
は
、
本
部
役
員
会
に
お
い
て
選
出
し
、
総

会
の
承
認
を
受
け
る
。

五
、
学
年
幹
事
は
、
会
員
の
中
か
ら
互
選
し
会
長
が

委
嘱
す
る
。

２　

選
出
さ
れ
た
役
員
（
学
年
幹
事
を
除
く
）
は
就
任

並
び
に
辞
任
に
際
し
そ
れ
ぞ
れ
承
諾
書
、
辞
任
届
を

会
長
に
提
出
す
る
。

３　

学
年
幹
事
の
交
替
は
後
任
を
選
出
し
同
窓
会
本
部

に
連
絡
を
す
る
。

第
９
条　
（
役
員
の
職
務
）

　

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
理
す
る
。

２　

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と

き
は
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

３　

委
員
は
、
会
務
を
評
議
し
掌
理
す
る
。

４　

監
事
は
、
本
会
の
経
理
を
監
査
す
る
。

５　

学
年
幹
事
は
、
当
該
年
度
生
間
及
び
本
会
と
の
連

絡
並
び
に
同
窓
会
本
部
の
活
動
に
参
加
す
る
。

第
10
条　
（
役
員
の
任
期
）

　

役
員
の
任
期
は
、
１
期
を
３
年
間
と
し
（
学
年
幹
事

を
除
く
）、
重
任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
連
続
３
期

桜
友
会
総
会
報
告
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ま
で
と
す
る
。

２　

欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
補
欠
者
の
任
期
は
、
前
任

者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
11
条　
（
顧　

問
）

　

本
会
に
顧
問
を
お
く
こ
と
が
出
来
る
。
本
部
役
員
会

の
議
決
に
よ
り
会
長
が
委
嘱
し
、
総
会
の
承
認
を
受
け

る
。

第
12
条　
（
職　

員
）

　
　

本
会
事
務
局
に
、
職
員
を
若
干
名
置
く
。

２　

職
員
の
任
免
は
、
本
部
役
員
会
の
承
認
を
経
て
会

長
が
行
う
。

３　

事
務
局
規
程
は
別
に
定
め
る
。

第
５
章　

会　

議

第
13
条　
（
会　

議
）

　

本
会
は
、総
会
、本
部
役
員
会
、及
び
幹
事
会
を
置
く
。

第
14
条　
（
総　

会
）

　

総
会
は
、
本
会
の
会
員
で
組
織
し
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
承
認
す
る
。
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て

成
立
す
る
。

一
、
活
動
計
画
案
・
報
告
に
関
す
る
事
項

二
、
予
算
案
・
決
算
に
関
す
る
事
項

三
、
会
費
に
関
す
る
事
項

四
、
本
部
役
員
に
関
す
る
事
項

五
、
会
則
の
改
定
に
関
す
る
事
項

六
、
そ
の
他
、
本
会
に
関
す
る
重
要
事
項

２　

総
会
は
、
毎
年
１
回
開
催
し
、
会
長
が
こ
れ
を
招

集
す
る
。

第
15
条　
（
本
部
役
員
会
）

　

本
部
役
員
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
委
員
で
構
成
す

る
。
顧
問
は
本
部
役
員
会
に
出
席
し
助
言
を
与
え
る
こ

と
が
出
来
る
。本
部
役
員
会
は
総
会
承
認
事
項
の
ほ
か
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
議
決
す
る
。

１　

職
員
の
任
免
に
関
す
る
事
項
。

一
、
そ
の
他
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
事
項

２　

本
部
役
員
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ

て
成
立
す
る
。
賛
否
同
数
の
場
合
は
会
長
が
決
定
す

る
。

第
16
条　
（
幹
事
会
）

　

幹
事
会
は
、
本
会
の
会
員
か
ら
互
選
さ
れ
た
学
年
幹

事
を
も
っ
て
組
織
し
、
本
会
の
活
動
に
つ
い
て
協
力
す

る
。

２　

幹
事
会
は
、
毎
年
１
回
以
上
開
催
し
、
会
長
が
こ

れ
を
招
集
す
る
。

第
６
章　

会　

計

第
17
条　
（
会　

計
）

　

本
会
の
経
費
は
、
会
員
の
会
費
及
び
寄
付
金
そ
の
他

に
よ
る
。

２　

会
計
規
則
は
別
に
さ
だ
め
る
。

第
18
条　
（
予
算
・
決
算
）

　

本
会
の
予
算
・
決
算
は
、
本
部
役
員
会
で
審
議
の
上
、

総
会
で
承
認
を
得
る
。

第
19
条　
（
会
計
年
度
）

　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
始
ま
り
翌

年
３
月
31
日
に
終
わ
る
。

第
６
章　

個
人
情
報
保
護
法

第
21
条　
（
個
人
情
報
保
護
法
）

　

個
人
情
報
保
護
法
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
別
に
さ

だ
め
る
。

第
８
章　

会
則
の
改
定

第
21
条　
（
会
則
の
改
定
）

　

会
則
の
改
定
は
、
本
部
役
員
会
で
審
議
の
上
、
総
会

出
席
者
の
承
認
を
得
る
。

　

こ
の
会
則
は
、
平
成
18
年
11
月
11
日
に
制
定
し
、
施

行
す
る
。（

第
10
条
の
三　

平
成
24
年
９
月
25
日
改
定
）

第
１
章　

総
則

第
１
条　

こ
の
規
程
は
昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
小
学
校

同
窓
会
・
桜
友
会
の
運
営
に
伴
う
資
金
の
出
納
、
そ
の

他
諸
経
費
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定

め
、
本
会
の
活
動
が
円
滑
に
す
す
む
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
本
会
の
会
計
事
務
は
こ
の
規
程
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
正
確
・
効
率
的
に
処
理
す
る
も

の
と
す
る
。

第
２
条　

本
会
の
出
納
に
つ
い
て
は
、
本
会
役
員
か
ら
会

計
責
任
者
を
決
め
、
責
任
者
が
出
納
事
務
担
当
者
を
決

め
る
も
の
と
す
る
。
出
納
事
務
担
当
者
は
会
則
、
出
納

手
順
、
及
び
そ
の
他
諸
法
令
の
定
め
に
従
い
正
確
に
事

務
処
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
３
条　

本
会
の
会
計
に
用
い
る
た
め
に
整
備
す
る
書
類

の
種
類
、
様
式
、
及
び
保
存
期
間
は
次
の
各
号
に
定
め

る
通
り
と
す
る
。

⑴　

予
算
書
並
び
に
決
算
書
（
会
計
年
度
の
終
了
か
ら

５
箇
年
間
保
存
）

⑵　

会
計
帳
簿	

（　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

）

⑶　

各
種
伝
票	

（　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

）

⑷　

契
約
書
・
領
収
書
な
ど
の
証
拠
書
類

（　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

）

⑸　

預
金
通
帳
、
証
書
等

（　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

）

⑹　

備
品
台
帳

第
４
条　

予
算
の
執
行
で
や
む
を
得
な
い
場
合
、
会
長
は

役
員
会
に
諮
っ
た
上
で
事
業
間
、
費
目
間
の
流
用
を
決

定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
５
条　

予
算
の
執
行
は
会
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

第
６
条　

本
会
の
財
産
は
会
長
が
管
理
す
る
。

第
２
章　

収
入

第
７
条　

本
会
の
会
計
は
、
入
会
金
、
会
費
及
び
寄
付
金
・

そ
の
他
を
も
っ
て
収
入
と
す
る
。　

第
８
条　

会
費
は
年
額
２
，０
０
０
円
と
す
る
。

桜

友

会

会

計

規

程

第
９
条　

会
員
は
本
会
の
指
定
す
る
方
法
で
会
費
を
納
入

す
る
。
な
お
、
入
会
金
及
び
卒
業
初
年
度
の
年
会
費
は

本
会
が
昭
和
小
学
校
に
委
託
し
徴
収
す
る
。

第
10
条　

入
会
金
、
会
費
は
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
返
還

し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
３
章　

支
出

第
11
条　

本
会
の
活
動
に
伴
う
経
費
の
拠
出
は
、
予
算
に

計
上
し
総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
た
活
動
費
に
つ
い
て

の
み
支
出
を
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
必
要
な

経
費
の
拠
出
で
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
会
長
は
本
部
役
員
会
に
諮
り
過
半
数
の
同
意
を

も
っ
て
補
正
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
12
条　

本
会
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
出
納
担
当
者
が
内

容
を
確
認
、
会
長
の
決
済
を
も
っ
て
支
払
い
を
決
定
す

る
も
の
と
す
る
。

第
13
条　

支
出
が
完
了
し
た
も
の
に
関
し
て
は
、
第
３
条

に
掲
げ
る
関
係
書
類
を
整
理
・
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

附　

則

　
　

こ
の
規
程
は
平
成
19
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

2012年度（平成24年度）会計報告
収　　入 金　額

前年度繰越金
入会金　55回生
年会費／寄付
総会時懇親会参加費
総会時懇親会お祝い
事業費　みかん狩り
記念品55回生
為替振込み以外の寄付
雑収入
銀行　利子／利息
為替振込み口座
　3月31日現在

来年度繰越金
　

6,231,366
824,000
1,160,400
255,000
10,000
25,110
60,600
2,560
3,210
1,352
30,000

2,372,232

8,603,598

支　　出 金　額

会議費
事務費
通信費
会報　第7号
幹事会
総会／懇親会
昭和祭
事業費　みかん狩り
記念品55回生
（￥600×9枚＝5,400在庫）
60周年委員会への立替
印字サービス
為替振込み口座

39,341
276,690
21,710
653,522

880
663,557
2,431
25,110
66,000

2,280
3,600
16,400

1,771,521
6,832,077
8,603,598

銀行残高（2013年3月31日扱い）
ゆうちょ銀行
みずほ銀行
為替口座

2013年4月1日現在
2013年4月8日現在
2013年3月31日現在

5,487,428
1,314,649
30,000

6,832,077合　計 合　計

計

い
い
も
ん
だ
　
い
い
も
ん
だ

同
期
っ
て
　
い
い
も
ん
だ

久
し
振
り
に
会
っ
て
も
　
い
い
も
ん
だ

有
賀
先
生
囲
ん
で
　
い
い
も
ん
だ

三
時
間
話
し
て
も 

話
し
足
ら
ず 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
も
ん
だ

次
回
は
四
国
松
山
で
　
い
い
も
ん
だ

　
（
４
回
生　

粕
谷　

佐
知
子
）

９
月
22
日　

60
周
年
記
念
式
典
の
あ
と　

三
軒
茶
屋　

銀
座
ア
ス
タ
ー
に
於
い
て
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桜友会へのご連絡はメールが便利です

桜友会ホームページもご覧ください
http://es.swu.ac.jp/seg_03

ohyu@swu.ac.jp
　事務局に常駐者がおりませんので、連絡はメール
またはファクシミリでお願いします。メールは役員
に転送されますので、素早い対応が可能です。
　ご意見、ご感想、お持ちしています。
　Fax　03-3487-6850
　Tel　 03-3411-5123（学園本部企画総務部）

　

２
０
１
３
年
８
月
31
日
に
、
今
年
度
の
昭
和

祭
で
の
バ
ザ
ー
実
施
計
画
打
合
せ
会
議
を
役
員

６
名
、
昨
年
度
バ
ザ
ー
協
力
者
６
名
で
、
本
年

の
バ
ザ
ー
準
備
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
等
部
創
立
60
周
年
を
お
祝
い
し
て
、
母
校

へ
の
感
謝
と
発
展
を
願
っ
て
桜
友
会
か
ら
の
寄

付
金
の
一
部
と
す
る
と
い
う
昨
年
同
様
の
目
標

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
連
絡
方
法
は
、
経
費

節
約
の
た
め
、
各
学
年
幹
事
を
中
心
と
し
た
電

子
メ
ー
ル
網
の
駆
使
、
ま
た
９
月
22
日
の
創
立

60
周
年
行
事
の
出
席
会
員
へ
の
書
面
と
口
頭
で

の
呼
び
か
け
と
す
る
、
そ
の
他
の
予
定
は
、
10

月
末
日
ま
で
に
商
品
回
収
、
11
月
７
・
８
日
の

昭
和
祭
直
前
二
日
間
に
商
品
仕
分
け
と
値
段
付

け
、
そ
し
て
会
場
へ
の
搬
入
と
陳
列
等
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

問
題
は
、
こ
れ
ま
で
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
旧

保
坂
邸
）
に
あ
っ
た
桜
友
会
室
が
な
く
な
っ
た

為
、
荷
物
の
保
管
・
作
業
場
所
が
な
い
こ
と
。

荷
物
の
受
領
方
法
も
大
き
な
問
題
で
し
た
。
中

田
会
長
の
学
校
側
と
の
折
衝
の
結
果
、
大
学
本

部
の
総
務
部
で
受
領
保
管
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

と
な
り
、
仕
分
け
作
業
等
も
本
部
館
地
階
に
場

所
を
設
け
て
く
だ
い
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
担
当
の
川
上
（
１
回
生
）
と
小
薗
江

（
18
回
生
）
粕
谷
（
４
回
生
）
役
員
を
初
め
学

年
幹
事
の
方
々
が
電
話
、メ
ー
ル
戦
略
で
商
品
、

お
手
伝
い
、
義
援
金
な
ど
の
ご
協
力
を
真
剣
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。
結
果
は
、
何
と
仕
分
け
や

値
段
付
け
し
き
れ
な
い
程
の
商
品
が
集
ま
り
、

お
手
伝
い
も
十
分
な
人
数
が
快
く
集
ま
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
バ
ザ
ー
当
日
は
、「
子
供
達
が
喜
ぶ
、

買
う
も
の
や
ゲ
ー
ム
が
沢
山
あ
る
バ
ザ
ー
」
を

目
指
し
た
の
で
、
初
等
部
生
が
文
房
具
、
ぬ
い

ぐ
る
み
、
消
し
ゴ
ム
と
お
も
ち
ゃ
の
つ
か
み
取

り
な
ど
を
た
の
し
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
手

作
り
品
、
陶
磁
器
類
、
タ
オ
ル
、
毛
布
、
古
本
、

リ
サ
イ
ク
ル
幼
児
服
等
商
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
も

豊
富
で
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
て
下

さ
っ
た
卒
業
生
姉
妹
に
よ
る
刺
繍
入
り
レ
ッ
ス

ン
バ
ッ
グ
等
々
も
好
評
で
し
た
。

　

皆
様
の
バ
ザ
ー
を
応
援
し
て
下
さ
る
温
か
い

気
持
ち
が
結
集
し
て
、
本
年
は
、
昨
年
を
大
幅

に
上
回
る
約
30
万
円
の
売
り
上
げ
と
な
り
、
母

校
へ
の
寄
付
の
一
部
に
す
る
と
い
う
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

桜
友
会
と
し
て
、
バ
ザ
ー
を
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
、
70
周
年
、
80
周
年
、
そ
し
て
１
０
０
周

年
を
目
指
し
て
、
母
校
と
後
輩
の
為
に
良
き
成

果
を
積
み
上
げ
て
行
く
機
会
に
し
て
ゆ
く
決
意

を
致
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
の
バ
ザ
ー
に
対
し
ま
し
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
学
園
本
部

総
務
部
の
方
々
、
初
等
部
の
小
泉
校
長
は
じ
め

現
職
・
恩
師
の
先
生
方
、
初
等
部
父
母
会
、
幼

稚
部
父
母
会
、
そ
し
て
準
備
か
ら
実
施
ま
で
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
桜
友
会
会
員
の
皆
様
に
、
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
３
回
生　

大
石　

惠
津
子
＝
桜
友
会
昭
和
祭

バ
ザ
ー
実
行
委
員
長
）

　

第
２
回
『
文
化
散
歩
・
神
楽
坂
散
歩
』
に
参

加
し
ま
し
た
。
８
月
17
日
の
猛
暑
の
中
、
東
京

メ
ト
ロ
東
西
線
神
楽
坂
駅
に
集
合
し
、
３
回
生

太
田
鈴
子
さ
ん
の
案
内
で
赤
城
神
社
か
ら
歩
き

始
め
ま
し
た
。
資
料
も
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、

新
宿
区
は
昔
か
ら
の
町
名
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

横
寺
町
の
島
村
抱
月
の
芸
術
倶
楽
部
跡
で

は
、
島
村
抱
月
の
お
墓
を
交
友
の
あ
っ
た
人
見

圓
吉
先
生
が
お
守
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
保

坂
都
先
生
が
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
今
は
島
根
県

が
維
持
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
人
見
圓
吉

先
生
の
お
人
柄
に
心
が
温
ま
る
思
い
で
し
た
。

　

袋
町
の
牛
込
城
跡
光
照
寺
を
周
り
、
毘
沙
門

天
善
國
寺
で
は
、
中
学
時
代
の
級
友
が
嫁
い
で

い
る
の
で
一
緒
に
記
念
撮
影
。
神
楽
坂
界
隈
の

案
内
地
図
を
頂
き
、
神
楽
坂
ら
し
い
石
畳
の
路

地
を
散
策
。
民
家
を
改
造
し
て
フ
レ
ン
チ
や
イ

タ
リ
ア
ン
の
お
店
が
多
く
あ
り
、
粋
な
街
で
も

あ
り
、
お
洒
落
な
街
の
神
楽
坂
界
隈
。

　

昼
食
は
、

料
亭
跡
に
建

て
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う

か
、
入
口
に

池
の
あ
る
イ

タ
リ
ア
ン
で

し
た
。
日
差

し
か
ら
解
放

さ
れ
、
冷
た

い
飲
物
と
美

味
し
い
料
理
で
ひ
と
息
し
ま
し
た
。

　

年
齢
が
ま
ち
ま
ち
の
桜
友
会
の
皆
さ
ん
と
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
暑
さ
に
も
負
け

ず
に
楽
し
く
歩
け
ま
し
た
。
半
日
で
一
万
歩
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
文
化
散
歩
は
ど

こ
で
し
ょ
う
か
？
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。	

（
６
回
生　

吉
田　

靖
子
）

教室内が会場となり、バザーは昨年以上に人気を集めた

「
文
化
散
歩
シ
リ
ー
ズ
」

桜
友
会
バ
ザ
ー
第
二
回
を

　
　
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
…

猛
暑
の
中
、
粋
な
街
を
１
万
歩

神
楽
坂
散
歩
に
参
加
し
て

毘沙門天で参加者の記念撮影


